
集落活動センター「チーム稲生」
平成２６年６月１５日開所

南国市稲生地区：立石、千田ノ木、間田、土居ノ谷、中谷、林谷、西谷、小久
保、芦ヶ谷、北地、衣笠、丸山、井川、千屋崎（１４集落：１７～１１６世帯）

１，７１４人、７５６世帯、３６．３％　　【平成２６年４月３０日　現在】

６ｋｍ

　稲生地区は、平成１７年からスタートしたＰＴＣＡ活動（※1）やビワ・モモなど
の地域資源を活用した取り組みなど、地域活動が活発な地区である。
　しかしながら、平成２３年度に実施された地域福祉計画の策定に向けた座談
会や平成２５年度に実施された集落活動センターの勉強会において、近所づ
きあいや世代間交流の希薄化、地域の担い手不足などを危惧する声が上が
るなど、確実に地域コミュニティの衰退が進んでいる状況である。
　そのため、更なる衰退を防ぐためにも、地域が一体となり、１０年後を見据え
た活動を実施すべきであるとの共通の認識のもと、集落活動センターを立ち上
げることとなった。
（※1）ＰＴＡに地域を意味するＣ（コミュニティ）が加わり、学校・家庭・地域社会
が連携して、子どもの教育にかかわる取り組み

チーム稲生　【平成２６年設立】

規約の概要 目的・事業内容・組織構成・会議・会計などを規定

目的
　チーム稲生は、集落活動の維持・発展や生活支援の充実、地域経済の循環
に向けた仕組みづくりを通して、住民が互いに支え合い、生きがいのある地域
づくりを進めることを目的とする。

事業内容

①　地域住民の健康増進を図るための活動に関すること。
②　地域住民の支え合い活動や交流促進活動に関すること。
③　地域を豊かにする仕組みづくり及び集落活動の継承に関すること。
④　里山及びその周辺環境の保全及び活用に関すること。
⑤　地域で活動している団体との協働又はその取り組みを支援する活動に関
すること。
⑥　その他目的達成に関すること。

部会
●サロン活用部会
●ユメ部会

稲生地区住民及び本会の目的に賛同する者
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集落活動センター「チーム稲生」
平成２６年６月１５日開所

　　　　　　　　　　　センター名
　項　目

稲生ふれあい館拠点施設の概要

活動内容（３年後の活動イメージ） 

実施体制 

サロン活用部会 支援 

運営主体：集落活動センター「チーム稲生」 

事務局（集落支援員） 

★健康づくり（カラダづくり） 

★安心安全サポート
（キヅナづくり） 

★鳥獣被害対策 
（サトづくり） 

★特産品づくり・販売 
（ユメづくり） 

★サトづくり 

★ヒトづくり 

集落活動センターチーム稲生 

集落活動の拠点 
「南国市立稲生ふれあい館」 ﾗｼﾞｵ体操 

小学校での読み聞かせ 

仕組みづくりの推進役 

【高知ふるさと応援隊】 

・ＰＴＣＡラジオ体操 

・健康診断受診率アップ 

・健康料理教室   

・サロン開設（２回／月） 

・防災訓練の情報発信 

・稲生お助け隊（仮称）仕組づくり 

・小学校での読み聞かせ 

・びわ資源調査 

・神社等保全管理 

・モモ果汁製造販売 

・新商品の試作研究 

・カラス檻の設置 

カラス檻 

千代姫（早生もも） 

里山整備 
びわ茶 

避難路ﾏｯﾌﾟ作成 

ユメ部会 

南国市集落活動センター 

支援チーム 

（南国市、高知県） 

高知大学 
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